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十
二
月 

別
名 

師
走
（
し
わ
す
）
・
建
丑
月
（
け
ん 

ち
ゅ
う
げ
つ
）
・
季
冬
（
き
と
う
） 

 

年
末
の
忙
し
さ
に
普
段
は
悠
揚
迫
ら
な
い
態
度
で
過
ご 

す
お
坊
さ
ん
（法
師
）さ
え
も
走
る
月
と
言
い
慣
ら
さ
れ  

て
い
ま
す
が
、
語
源
は
年
の
終
わ
り
の
月
「歳
果
（つ
）
る

月
」
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
農
作
業
を
終
え
る
月
で
「
為

（
し
）果
（
は
）つ
月
」か
ら
転
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

       
 

 
 

   

『
十
二
月
の
花
』 

椿
、
柊
、
多
く
の
木
々
が
葉
を
落
と
し
て
い
く
に
し
た
が

っ
て
、
そ
の
濃
緑
の
厚
い
葉
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
現

れ
て
き
ま
す
。
冬
桜
、
寒
椿
、
枇
杷
、
寒
牡
丹
、
日
本
水

仙
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
、
君
子
蘭
、
ク
リ
ス

マ
ス
ロ
ー
ズ
。 

 

『十
二
月
の
言
葉
』 

私
は
未
だ
私
の
眼
で
天
使
を
見
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し

私
の
愛
し
た
者
が
病
床
に
あ
っ
た
時
、
そ
の
大
理
石
の
よ

う
な
容
貌
、
鈴
虫
の
音
の
よ
う
な
声
、
朝
露
の
よ
う
な
涙

―
―

彼
が
も
し
天
使
で
な
か
っ
た
ら
何
を
も
っ
て
天
使

を
描
こ
う
か
。
私
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
終
生
病
か
ら

起
つ
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
私
の
傍
ら
に
あ
る
な
ら
ば
、

決
し
て
苦
痛
を
感
じ
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
日
々
私
の
慰

籍
（な
ぐ
さ
め
）で
あ
る
。
私
を
清
め
わ
た
し
を
高
め
、
私

を
天
使
が
守
る
よ
う
な
感
じ
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

令和 4年 12月（233）
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届
い
て
い
る
こ
と
を
早
く
に
連
絡
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

食
べ
て
み
な
い
う
ち
は
、
と
思
っ
て
い 

ま
し
た
。 

最
近
、
群
馬
で
も
群
馬
名
月
と
い
う
品
種
が
出
て
人
気
で
す
。

サ
ク
サ
ク
感
と
あ
っ
さ
り
し
た
甘
み
で 

す
。 

か
な
り
い
い
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
か
足
り
な
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
頂
い
た
長 

野
産
を
食
べ
て
み
て
、
ア
、
こ
れ
だ
、
と
思
っ
た
の
が
酸
味
で

し
た
。 

 

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
コ
ロ
ナ
で
一
蹴
さ
れ
、
筆
不
精
に
な
る
の

も
コ
ロ
ナ
の
せ
い
と
言
い
訳
し
そ
う
な 

気
が
怖
い
で
す
。 

今
春
か
ら
一
人
の
姉
を
ひ
と
冬
家
の
中
に
住
ま
わ
し
て
お
く
の

は
心
配
だ
と
、
出
入
し
て
い
る
巻
き
「 

マ
ケ
」
の
一
人
か
ら
言
わ
れ
、
家
の
中
で
い
ざ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
姉
を
施
設
に
見
て
も
ら
お
う
と 

よ
う
や
く
１
１
月
７
日
に
六
日
町
の
施
設
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

と
も
す
れ
ば
姉
に
も
家
に
対
す
る
未
練
が
わ
い
て
駄
々
を
こ
ね

た
り
し
た
の
で
す
が
、
宥
め
な
だ
め
入 

所
し
て
２
週
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

残
っ
た
家
を
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
問
題

で
、
小
さ
な
小
屋
を
建
て
わ
た
し
が
住
み 

た
い
気
が
あ
り
ま
す
が
、
家
族
か
ら
は
反
対
さ
れ
、
自
分
が
そ

の
立
場
だ
っ
た
ら
、
父
親
の
意
を
汲
ん 

で
、
父
親
を
応
援
し
た
だ
ろ
う
な
と
、
思
い
ま
し
た
。 

最
終
結
論
を
来
春
ま
で
待
ち
、
今
は
母
屋
の
家
具
や
物
品
の
取

り
片
付
け
で
す
。
長
岡
に
い
る
兄
貴
夫 

妻
と
家
内
や
娘
た
ち
が
交
替
ご
う
た
い
で
週
２,

３
回
ず
つ
通
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
疲
れ
切
っ
て
お 

り
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
祈
る
こ
と
が
で
き
る

だ
け
で
す
。 

今
冬
、
ま
す
ま
す
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
蔓
延
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乗 

り
切
っ
て
、
明
る
く
有
益
な
計
画
が
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
案
し

て
い
ま
す
。 

 

宮
下
さ
ん
も
、
お
体
を
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
山

崎
先
生
を
囲
ん
で
お
話
が
聞
き
た
い
で 

す
ね
。 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

秋
山
典 

夫 

拝 

 

 
 

４ 

日
野
原
先
生
語
録
、
大
岡 

信
「
折
々
の
う
た
」 

    

５  

け
ん
こ
う
（
１
５
６
） 

 
 

９ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と(

２
０
２)  
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あ
な
た
が
も
し
天
使
を
拝
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
行

っ
て
病
に
臥
す
貞
淑
な
婦
人
を
見
る
が
よ
い
。
彼
は

今
生
（こ
ん
じ
ょ
う
）
に
お
い
て
、
す
で
に
霊
化
し
て
天

使
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る 

 
 

（
基
督
信
徒
の
慰
め
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  

内
村
鑑
三
「
一
日
一
生
」
十
一
月
二
十
八
日 

 

「十
二
月
の
暦
」 

 
 
 

一 

日 
 

映
画
の
日
、
鉄
の
記
念
日
、
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー 

 
 

 

三 

日 
 

障
害
者
週
間
、
秩
父
夜
祭 

    

七 

日 
 

大
雪 

 
 

 

八 

日 
 

針
供
養 

 
 

 

九 

日 
 

皇
后
誕
生
日
、
漱
石
忌 

 
 

 

十 

日 
 

世
界
人
権
デ
ー 

十
四
日 

東
京
高
輪
泉
岳
寺
義
士
祭 

 
 
   

二
十
二
日 

冬
至
、
ゆ
ず
湯 

二
十
四
日 

ク
リ
ス
マ
ス
・イ
ブ 

 

二
十
五
日 

ク
リ
ス
マ
ス 

三
十
一
日 

 

年
越
し
、
除
夜
の
鐘
、 

出
羽
三
山
松
例
祭 

   

 
 
 
 
 

参
考 

令
和
４
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

  

 

「か
か
り
つ
け
医
」 

 

当
院
で
は
、
日
本
医
師
会
に
認
定
さ
れ
た
日
医
か
か
り
つ
け
医
機 

能
研
修
制
度
の
「か
か
り
つ
け
医
」が
診
療
に
あ
た
り
ま
す 

「か
か
り
つ
け
医
」と
は
（定
義
） 

 

「
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、
最
新
の
医
療
情
報
を
熟
知

し
て
、
必
要
な
時
に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機
関
を
紹
介

で
き
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
を
担

う
総
合
的
な
能
力
を
有
す
る
医
師
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
下
省
略
（２
０
２
２
／
７
に
詳
記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お
知
ら
せ 

一
、
六
月
か
ら
各
種
検
診
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

二
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 
 

○ 

禁
煙
外
来
（休
止
中
） 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
治
療 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

施
行
し
て
い
ま
す)

・ 

大
腸
カ
メ
ラ
（現
在
は
休
止
）  

 
 

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
外
来
対
応 

継
続
中 

四
、
当
番
医 

 

令
和
四
年 

十
二
月
二
十
五
日
（日
） 

令
和
五
年 

 
 

二
月
十
一
日
（（土
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
月 

九
日 

（日
） 

９
時
～
１
８
時 

 
 

 
 

 
 

五
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

現
在
は
諸
事
情
の
た
め
、
外
来
予
約
制
は
休
止
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
受
付
ま
で
声

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

六
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
動
線

を
分
け
て
診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以
下
の
よ
う
に

診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
し
て 

 

 
 

下
さ
い
。
そ
の
後
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

８
月
か
ら
発
熱
外
来
は
十
二
時
～
十
三
時
ま
で 

 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
 

 
 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

h
ttp

://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

   
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

          

八
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン
つ
い
て
広
報
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
当
院
で
の
予
定
は
決
定
順
に

院
内
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。  

 

九
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
療
養
期
間
と
外
出
制
限 
 

 

の
緩
和
（９
月
７
日
） 

【症
状
の
あ
る
方
】 

１
．
入
院
以
外
の
人 

発
症
日
か
ら
７
日
間
経
過
し
、
か
つ
、
症
状
軽
快
か
ら

２
４
時
間
経
過
し
て
い
る
場
合
、
８
日
目
か
ら
療
養
解

除
を
可
能
と
す
る
。 

た
だ
し
、
有
症
状
者
は
１
０
日
間
が
経
過
す
る
ま
で

は
、
感
染
リ
ス
ク
が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
、
検
温
な
ど
自

身
に
よ
る
健
康
状
態
の
確
認
や
、
高
齢
者
な
ど
ハ
イ
リ

ス
ク
者
と
の
接
触
、
ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
へ
の
不
要
不
急
の

訪
問
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
の
利
用
や
会
食
な
ど

を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
、
自
主

的
な
感
染
予
防
行
動
の
徹
底
を
行
う
。 

２
．
現
在
入
院
中
の
人 

発
症
日
か
ら
１
０
日
間
経
過
し
、
か
つ
、
症
状
軽
快
後

７
２
時
間
経
過
し
た
場
合
に
１
１
日
目
か
ら
解
除
可
能 

 

【無
症
状
の
方
】 

検
体
採
取
日
か
ら
７
日
間
経
過
し
た
場
合
に
は
８

日
目
に
療
養
解
除
を
可
能
と
す
る
。 

加
え
て
、
５
日
目
の
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
検
査
で
陰

性
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
５
日
間
経
過
後
（６
日

目
）に
解
除
を
可
能
と
す
る
。 

た
だ
し
無
症
状
の
方
は
７
日
間
、
感
染
リ
ス
ク
が
残
存

す
る
こ
と
か
ら
、
検
温
な
ど
自
身
に
よ
る
健
康
状
態
の

確
認
や
、
高
齢
者
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
の
接
触
、
ハ
イ

リ
ス
ク
施
設
へ
の
不
要
不
急
の
訪
問
、
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
場
所
の
利
用
や
会
食
な
ど
を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
こ
と
な
ど
、
自
主
的
な
感
染
予
防
行
動
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
療
養
期
間
中
の
外
出
自
粛
に
つ
い
て 

有
症
状
の
場
合
で
症
状
軽
快
か
ら
２
４
時
間
経
過
後
、

ま
た
は 

無
症
状
の
場
合
に
は
、
外
出
時
や
人
と
接
す
る
際
は
短

時
間
と
し
、
移
動
時
は
公
共
交
通
機
関
を
使
わ
な
い
こ

と
、
外
出
時
や
人
と
接
す
る
際
に
か
な
ら
ず
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
な
ど
自
主
的
な
感
染
予
防
行
動
を
徹
底
す

る
こ
と
を
前
提
に 

食
料
品
の
買
い
出
し
な
ど
必
要
最
小
限
の
外
出
を
行
う

こ
と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 
         

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
先
生
語
録 

 

・・・こ
の
句
（コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
第
一
三
章

の
一
三
節
）と
同
様
に
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
第
一
の
手

紙
の
中
の
一
〇
章
一
三
節
は
、
私
が
生
き
て
い
く
中
で

い
く
つ
か
の
試
練
に
遭
っ
た
時
に
、
い
つ
も
私
の
支
え
に

な
っ
た
聖
句
で
あ
る
。 

「あ
な
た
が
た
の
会
っ
た
試
練
で
、
世
の
常
で
な
い
も
の

は
な
い
。
神
は
真
実
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
を
耐
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
試
練
に
会
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
ば
か
り

月 歯科から見た顔のゆがみ 

火 高血圧と薬 

水 黒子の癌（メラノーマ） 

木 癌の早期発見・腫瘍マーカーの話 

金 高血圧症と歯科治療 

土日 人生会議（アドバンスケアプラニング） 

http://www.raijin.com/kenko/
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か
、
試
練
と
同
時
に
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
の
が
れ
る
道
も
備
え
て
下
さ
る
の
で
あ
る
。
」 

こ
の
言
葉
を
病
む
患
者
さ
ん
に
も
送
り
、
患
者
と

一
緒
に
耐
え
、
祈
る
こ
と
は
、
医
師
に
と
っ
て
最
も

大
切
な
愛
の
行
為
だ
と
私
は
信
じ
る
。
疾
患
は
癒

（い
や
）
（キ
ュ
ア
）さ
れ
な
く
て
も
、
神
の
癒
し
（
ヒ
ー

リ
ン
グ
）の
業
が
あ
り
、
病
む
人
は
、
た
と
え
疾
患
は

取
り
さ
ら
れ
な
く
て
も
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
き

る
力
と
心
の
安
ら
ぎ
が
与
え
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。 

私
た
ち
は
、
何
か
の
不
幸
や
病
気
に
遭
っ
た
時
、

そ
の
不
運
を
の
ろ
い
、
や
け
に
な
る
傾
向
が
あ
る

が
、
そ
の
時
じ
っ
く
り
考
え
て
、
ど
こ
か
に
逃
れ
る

道
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
、
堪
え
る
べ

き
で
あ
る
。
ど
こ
か
に
そ
の
道
が
あ
っ
た
こ
と
は
後

で
分
か
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
つ
ら
い
体
験

が
後
に
な
っ
て
初
め
て
恩
寵
（お
ん
ち
ょ
う
）
で
あ
る
こ

と
に
気
付
く
も
の
で
あ
る
。  

 

（
「
信
徒
の
友
」 

（
一
九
九
四
年
二
月
号
） 

日
野
原
重
明
著
「看
と
り
の
愛
」よ
り 

 

霜
が
れ
や
米
く
れ
ろ
と
て
鳴
（な
く

）雀
（す
ず
め

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林
一
茶 

「
七
番
日
記
」
所
収
。
一
読
し
た
だ
け
で
は
不
得
要

領
な
句
だ
が
、
題
に
曰
く
、
『随
斎
旧
迹
（せ
き
）』。 

随
斎
と
は
一
茶
を
親
身
に
庇
護
し
て
く
れ
た
江
戸

有
数
の
俳
人
、
富
豪
だ
っ
た
夏
目
成
美
の
号
。
旧
居

（
旧
迹
）は
本
所
に
あ
っ
た
。
本
所
は
一
茶
が
江
戸
滞
在

時
代
よ
く
住
ん
だ
場
所
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
句
は
文
化

十
三
年
の
作
。
実
は
こ
の
年
十
一
月
成
美
は
六
十
八
歳

で
没
し
た
の
だ
。
旧
居
後
に
た
た
ず
み
、
恩
人
の
死
を
痛

恨
す
る
一
茶
。
餓
え
て
鳴
く
雀
の
身
を
想
い
出
し
て
。 

大
岡 

信
著 

『
新
折
々
の
う
た
」 

三 

岩
波
新
書 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

け
ん
こ
う 

（百
五
十
七
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）（２
２
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
染 

症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
広
が
り
、
４
年 

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は 

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
８
波
に
加
え
て
季
節
性
イ
ン 

フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
期
流
行
が
危
ぶ
ま
れ
て
い 

ま
す
。 

１ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

（死
亡
者
数
） 

（十
二
月
九
日
） 

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界 

 
 

６
億
５
０
４
５
万
３
９
１
０
人 

 
 
 

 
 
 

（
６
６
５
万
６
２
８
３
人
） 

日
本       

２
５
６
８
万
８
５
１
０
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（５
万
１
０
７
５
人
） 

群
馬
県 

 
 
 
 
 
 

３
０
万
２
０
２
１
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
６
１
４
人
） 

 

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
で
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
で 

で
き
る
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

Ｂ 

ワ
ク
チ
ン 

（お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）） 

１ 

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

２ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

３ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 

 



5 

 ３
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状  

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検

診
で
は
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に

沿
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
対
策 

 

例 
 

① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け

の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診
察
・
処
方

箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

屋
外
で
の
テ
ン
ト
の
用
意
（
診
察
・
検

査
ま
で
の
待
機
用
） 

 

＊
患
者
様
を
送
迎
し
て
く
だ
さ
る
方
に
お
願

い
し
ま
す
。
患
者
様
を
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
る
方
は
、
検
査
・
治
療
の
方
針
が
立
つ

ま
で
、
車
で
待
機
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

発
熱
の
あ
る
方
は
院
内
に
は
原
則
と
し
て

入
れ
ま
せ
ん
。
冬
夏
季
に
は
外
で
長
時
間

待
つ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
時
間

が
か
か
る
場
合
は
タ
ク
シ
ー
で
一
旦
お
帰

り
頂
き
家
で
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、
２
日

間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な
い
、
ま
た
は

症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
来
院
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 
 

〇
軽
症
で
、
若
く
持
病
が
な
け
れ
ば
、
慌
て
て 

 

受
診
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

〇
症
状
が
重
い
場
合
、
３
７
．
５
以
上
の
発
熱 

が
４
日
続
く
と
き
、
高
齢
者
、
持
病
が
あ
る

人
、
妊
婦
の
方
は
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
顔
色
が
明
ら
か
に
悪
い
、
息
苦
し
い
場
合
な

ど
は
１
１
９
番
に
電
話 

〇
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら
、
か
か
り
つ 

け
医
や
＃
７
１
１
９
な
ど
の
窓
口
に
相
談 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、
指
示

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
下
さ
い
。

携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の
左
側
手
前
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示

を
お
待
ち
下
さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

  

４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て 

（整
理
） 

 
 

 

(

１
） 

症
状 

３
７
．
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害

な
ど
。
下
痢
、
鼻
水
な
ど
軽
い
風
邪
症
状
の
み
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

基
礎
疾
患
・
・
・
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喘
息
、

肥
満
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
臓
病
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

① 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

② 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

③ 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
が
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て
い

た
だ
く
場
合 
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 ② 
か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
２
ペ
ー
ジ
、
六
参
照) 

５
．
医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は 

院
外
対
応
と
な
り
ま
す
。 

・咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
風
邪
症
状 

が
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

 

６
．
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
他
の
ワ
ク
チ
ン 

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
他
の
ワ
ク
チ 

ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
注
射
間
隔
が 

変
わ
っ
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

従
来
通
り
の
間
隔 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の
ワ
ク
チ
ン 

 
 

 
 
 

 
⇓ 

 
 

（１
３
日
以
上
） 

⇓ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

 
 

 
 
 

 
⇓ 

 
 

（
１
３
日
以
上
） 

 
 
 
 
⇓ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の
ワ
ク
チ
ン 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
場
合
に
対
応 

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン 

 

と
の
間
隔
に
関
す
る
規
定
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

し
た
が
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ 

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
同
時
に
や
っ
て
も
、
ど
ち
ら
を
先 

に
や
る
に
し
て
も
１
３
日
以
上
の
間
隔
を
取
ら 

ず
に
他
の
（新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
か
、
イ
ン
フ
ル 

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
）を
行
っ
て
も
構
わ
な
い
と
い 

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン 

 
 

 
 
 

 
⇓ 

間
隔
不
要 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

 
 

 
 
 

 
⇓ 

間
隔
不
要 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン 

（新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
同
時
も
可
） 

 

７
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
時
流
行
と
な
っ
た
場

合
の
外
来
診
療
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
（
日
本
感

染
症
学
会
） 

診
療
の
流
れ
を
知
る
こ
と
で
、
ご
自
分
に
感
染

の
疑
い
が
あ
る
時
に
参
考
に
し
て
対
応
で
き
、
医

療
現
場
の
診
療
効
率
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
の
で
参
考
資
料
と
し
て
添
付
い

た
し
ま
す
。 
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院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（二
〇
三
） 

 

倒
潰 

 

◇
私
の
生
家
の
周
り
に
も
、
三
十
数
年
前
と
い
う

と
ま
だ
か
や
ぶ
き
の
屋
根
の
家
が
半
数
で
あ
っ

た
。
東
向
き
の
私
の
家
と
向
か
い
合
わ
せ
の
同

じ
姓
の
家
は
立
派
な
か
や
ぶ
き
の
家
で
西
を
向

い
て
い
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
ク
レ
ヨ
ン
で
独
特

の
形
の
屋
根
の
絵
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

◆
母
が
病
で
寝
付
い
た
頃
だ
か
ら
も
う
三
十
余
年

前
に
な
る
。
雪
の
季
節
だ
っ
た
が
、
初
冬
か
年
の

暮
れ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
母
の
枕
も
と

で
、
父
と
姉
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
っ
て
い

る
。
呼
び
か
け
れ
ば
母
は
返
事
を
し
、
短
い
会

話
は
ま
だ
可
能
で
あ
っ
た
。 

◇
た
ま
た
ま
帰
省
し
て
い
た
私
は
外
に
重
い
物
音 

を
聞
い
て
、
障
子
戸
と
板
戸
を
開
け
て
東
の
方 

角
を
見
る
と
、
視
界
が
開
け
て
い
て
、
い
ま
ま
で 

家
の
か
げ
で
見
え
な
か
っ
た
前
方
の
山
肌
が
見 

通
せ
た
の
で
妙
な
違
和
感
を
持
っ
た
。 

◆
確
認
す
る
と
茅
葺
の
屋
根
の
中
央
部
が
Ⅴ
字
型 

に
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
！ 

父
に
報
告
す
る
と
、
父
は
ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が 

り
、
母
が
寝
て
い
る
座
敷
の
板
戸
を
あ
け
て 

「ほ
う
・・・」 

と
言
っ
た
。 

◇
雪
の
降
る
前
に
そ
の
家
で
は
北
側
に
新
し
い
家
を 

 
 

新
築
し
、
住
人
も
、
荷
物
も
移
動
は
済
ん
で
い
た   

  

の
で
、
火
事
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
く
静
か
な
家 

 
 

の
終
焉
で
は
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
意
気
地
の
無
い 

  

私
は
、
な
ん
と
も
腰
が
抜
け
る
よ
う
な
感
じ
で
立 

  

ち
つ
く
し
て
い
た
。
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家
は
、 

 
 

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
脆
く
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う 

 
 

の
か
と
。 

 ◆
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
十
七
、
八
年
経
っ
た
と
き 

 

 
 

「茨
木
の
り
子
」の
詩
集
を
見
て
い
て
は
っ
と
し 

た
。 

  
 

廃
屋 

 
 

 
 
 

茨
木
の
り
子 

 

人
が 

棲
ま
な
く
な
る
と 

家
は 

た
ち
ま
ち
に
蚕
食
さ
れ
る 

何
者
か
の
手
に
よ
っ
て 

待
っ
て
ま
し
た
！ 

と
ば
か
り
に 

 

つ
る
ば
ら
は
伸
び
放
題 

木
々
は
ふ
て
く
さ
れ
て 

い
や
ら
し
く
繁
茂 

ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
柱
さ
え 

は
や
投
げ
の
表
情
だ 

頑
丈
そ
う
に
み
え
た
木
戸 

ひ
き
ち
ぎ
ら
れ 

あ
っ
と
い
う
ま
に
草
ぼ
う
ぼ
う 

温
気
に
む
れ 

魑
魅
魍
魎
を
ひ
き
つ
れ
て 

何
者
か
の
手
荒
く
占
拠
す
る
気
配 

 
  

戸
さ
え
な
く 

 
 

吹
き
さ
ら
し
の 

 
 

囲
炉
裏
の
在
り
か
の
み 

そ
れ
と
知
ら
れ
る 

 
 

山
中
の
廃
墟 

 
 

ゆ
く
り
な
く 

ゆ
き
あ
た
り 

寒
気
だ
つ 

 
 

波
の
底
に
か
つ
て
の
関
所
跡
を 

見
て
し
ま
っ
た
と
き
の
よ
う
に 

 

人
が 

 
 

家
に 

 
 

棲
む 

 
 

そ
れ
は
絶
え
ず
何
者
か
と 

 
 

果
敢
に
闘
っ
て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
ぬ 

  

◇
そ
れ
以
後
、
「茨
木
の
り
子
」と
こ
の
詩
に
魅
入
ら 

れ
た
か
の
よ
う
に
、
き
っ
と
古
い
家
に
は
「
先
祖 

代
々
の
霊
魂
」が
住
み
つ
い
て
い
て
家
の
住
人
を
守 

護
し
て
い
た
が
、
後
代
の
者
が
見
捨
て
て
祀
ら
な
く 

な
る
と
そ
の
家
を
去
っ
て
し
ま
い
、
廃
墟
に
な
っ
て 

し
ま
う
の
だ
な
、
と
非
科
学
的
に
思
い
込
み
納
得
し 

て
い
た
。
そ
し
て
自
分
が
生
家
の
最
期
に
立
ち
会 
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 う
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
必
ず
き
れ
い
な
最 

期
を
迎
え
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
。 

◆
甲
状
腺
機
能
異
常
症
と
い
う
疾
患
が
あ
り
、
甲 

状
腺
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
過
剰
ま
た
は
低
下
す
る 

こ
と
に
よ
り
身
体
の
代
謝
が
亢
進
ま
た
は 

低
下
し
て
し
ま
う
。
こ
の
疾
患
の
診
断
に
は
、
私 

が
医
師
と
し
て
働
き
始
め
た
こ
ろ
は
、
特
殊
な 

部
屋
が
患
者
に
用
意
さ
れ
、
一
定
時
間
静
か
に 

そ
の
中
で
過
ご
さ
せ
、
そ
の
間
の
室
温
の
上
昇 

程
度
か
ら
機
能
亢
進
か
低
下
の
診
断
が
さ
れ
て 

い
た
。 

◇
現
在
は
、
検
査
時
間
内
の
二
酸
化
炭
素
の
発
生

量
か
ら
代
謝
量
が
計
算
さ
れ
る
の
で
、
大
掛
か

り
な
装
置
は
不
要
と
な
っ
た
。 

            

特
別
に
運
動
を
し
な
い
で
１
日
過
ご
す
だ
け
で
発 

生
す
る
熱
量
は
基
礎
代
謝
量
と
言
わ
れ
る
が
、
表 

の
式
で
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
体
の
活
動
係
数
を 

か
け
た
の
が
一
日
の
総
消
費
熱
量
と
呼
ば
れ
た
。 

  
 

仮
に
私
の
場
合
で
計
算
し
て
み
る
と
基
礎
代
謝 

（Ｂ
Ｍ
Ｒ
） 

１
８
５
７
カ
ロ
リ
ー
で
、
総
消
費
熱
量 

（×1
.2

）は
、
２
２
２
８
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、 

 

８
５
歳
で
一
人
暮
ら
し
の
私
の
姉
で
は
、 

Ｂ
Ｍ
Ｒ
、
９
６
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
総
消
費
熱
量 

（× 1
.2

）は
、
１
１
５
２
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
な
る
。 

炊
事
を
や
れ
ば
も
っ
と
建
物
の
中
で
の
熱
発
生
量 

は
上
が
る
が
、
お
弁
当
の
配
達
だ
け
に
た
よ
っ
て
い 

る
と
、
調
理
に
よ
る
熱
量
は
出
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 ◆
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
人
の
棲
ま
な
く
な
っ
た
家 

の
崩
壊
の
主
な
原
因
は
内
側
か
ら
の
熱
量
発
生
が 

関
与
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
他
に
も 

こ
ま
め
な
点
検
で
破
損
個
所
が
小
さ
な
う
ち
に
修 

理
修
復
し
て
い
け
ば
家
は
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が 

で
き
、
日
常
か
ら
目
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
の
重 

要
さ
は
、
人
間
の
健
康
の
管
理
と
同
じ
だ
っ
た
。 

◇
音
楽
を
聞
か
せ
た
植
物
と
何
も
し
な
い
植
物
の
生 

育
に
も
差
が
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
家
も 

毎
朝
感
謝
の
気
持
ち
を
大
き
な
声
で
伝
え
て
い
れ 

ば
、
長
持
ち
し
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

◆
今
年
の
春
、
帰
省
し
た
折
に
子
供
の
こ
ろ
一
緒
に 

遊
び
、
今
も
稲
つ
く
り
や
家
の
周
り
を
見
廻
っ
て
く 

れ
て
い
る
友
人
が 

「話
が
あ
る
か
ら
帰
り
に
家
に
寄
っ
て
く
れ
」 

と
言
っ
て
き
た
。 

冬
の
雪
の
中
で
年
老
い
た
姉
が
一
人
で
暮
ら
し
て 

い
る
こ
と
へ
の
心
配
と
、
屋
根
に
積
も
っ
て
滑
り
落 

ち
な
く
な
っ
た
大
雪
塊
で
屋
根
の
破
損
が
心
配
で 

 

あ
っ
た
こ
と
を
親
身
に
話
し
て
く
れ
た
。 

こ
の
話
が
口
火
と
な
り
、 

・姉
の
身
を
安
全
に
保
護
す
る
こ
と 

・不
始
末
で
家
に
倒
壊
の
憂
き
目
を
見
さ
せ
ま
い 

と
い
う
こ
と
を
一
年
の
目
標
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
制
限

の
合
間
を
縫
っ
て
群
馬
新
潟
を
往
復
奔
走
す
る
一

年
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

◇
家
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
な
い
姉
を
施
設
に
移
す
の 

は
、
姉
に
と
っ
て
は
ど
れ
ほ
ど
の
不
安
な
こ
と
で
あ 

ろ
う
か
、
と
準
備
手
配
す
る
私
た
ち
も
心
配
が
多 

く
、
動
揺
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
事
業
の 

手
は
緩
め
ら
れ
な
い
。 

◆
幸
い
実
家
の
近
所
の
人
た
ち
の
お
世
話
と
援
助
で 

第
一
目
標
の
姉
の
入
所
が
十
一
月
と
極
め
て
順
調 

に
決
ま
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
大
い
に
喜
ん
だ
。  

皆
様
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

基礎代謝量（BMR） 

男性: 13.397 × 体重 kg + 4.799 x 身長 cm - 

5.677 × 年齢 + 88.362 

女性: 9.247 × 体重 kg + 3.098 x 身長 cm - 4.33 

× 年齢 + 447.593 

活動の種類 身体活動レベル 

ほぼ運動なし  1.2 

軽い運動  1.375 

中等度の運動  1.55 

激しい運動  1.725 

非常に激しい  1.9 


